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2023年度、�べ24�の�⽣たちが、
9都�、22の��・��にて

������を⾏なってきました

����



 �は�とコミュニケーションを�

ることに苦⼿�識を持っており、�

�を�して克服したい（I.A. 2年⽣）

 ⾃�の�野を�げたい、�く知ら

ない地域に�び�んでみたいという

気持ちがあったから（Y.Y. 2年⽣）

 �来､��員になりたいという希�

があったから（T.Y. 3年⽣）

��の動�
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⾏政��

  ����での共�点は「�と�が
�がる」という点にある。だからこ

そ、それらの�⽬を果たす����

主事は､�と�のネットワークを⼤切

にしていかなければならないのだと

�じた（T.Y. 3年⽣）

�と�との�がり

 ������を�して、�は⼤�

を�業した�の������での�

びが活かされる場⾯の�さを��し

た。そして、その中でも�に、�が

りを��することにおいての�みが

⼤きいと�じた（Y.H. 2年⽣）

��を�した�び

  �回の��を�して、��とは�
う��に�を�くことの⾯⽩さを知

った。��でも��でもない、��

とは�く異なる�別な��で��を

⾏うことができた貴重な��だった

（A.R. 2年⽣）

�⽇常体�

「仕事半�、�しさ半�」を�えられ

た。ボランティアとして⼤切なことは、

��の仕事をしつつ、イベントにも積�

的に��するということだと�は捉え

た。�科���の����指�員の�も

�っていたことだが、�しみがないとボ

ランティアは�かない（I.K.4年⽣）

�しむことが⼤事



国立⻘�年
�����構

 野�活動の⾯で����よりも⾃

由に思い切り活動して�ぶ、そして

その中で�しいこと�ないことを知

る、�んでいくことができるのが�

���の場の�在�義なのではない

かと�じた（M.M. 3年⽣）

����の�義

 ���でゲームをして�んでいる

�どもたちが⾃�や�めての活動に

�奇�や�味を持って⽣き⽣きした

�情を⾒せてくれた。お�いに⼯夫

しながら活動していく中で、�ども

たちとともに⼤�も成�できる場で

あった（Y.M. 2年⽣）

成�できる場

  ��先で�んだ、周りの�に積�
的にコミュニケーションをとろうと

する��や、状況を⾒て�時に物事

を��する⼒は、��、��に�て

からも必�となる⼒であると�える

（I.K. 2年⽣）

��に必�な⼒

 ��だけでなく、この場�で活動す

るボランティア、�員の�々、ここを

�れる利⽤�は�が�かな�が�い。

�かな�を持つ�と�わることで、こ

れまでの⼤�⽣活では�からない「�

たな⾃�」を⾒つけることができるの

ではないだろうか（I.Y. 2年⽣）

�たな⾃�の発⾒
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 �児から��者の�まで幅�い�代

と�流したことで、�の「�⽣」につ

いて�える��となった。また、�々

な�と��することで�った�え�や

価��に気づけた。地域づくりには、

��くの�が�わって成り立っている

ことを��した（U.S. 2年⽣）

�⽣を�える��

  常に�識していたことは「�わる�
をどれだけ笑�にさせられるか」とい

うこと。どんな⾏動をとる�も、事業

に�わっている�の�を�かべてい

た。����とは、�わる��員をい

かに笑�にさせることが�来るかを�

えることだと思う（I.C. 2年⽣）

�わる�の笑�

  �のイメージをあまり怖いと�わ
ないようなところで、「怖い」と�

っている�がいた。�どもならでは

の�性かもしれないし、�葉による

�現が、�⼀されていないとも�え

る。�々な�覚を�現、共有できる

ことが⾯⽩い（N.M. 4年⽣）

やってみる�成�

 スタッフの�々がとても�切な�

で、������の�びだけでなく、

�来どのような仕事をする上で⼤切な

ことも�ばせて頂いた。失敗しても周

りのスタッフや�どもたちが助けてく

れるような温かな雰囲気の場�なの

で、是���してほしい（I.A. 2年⽣）

��に向けて



THANK YOU


